
秋季特別展 � � 

「茶室 �邁中 �厩」開催！ 
江戸時代の前半期、城下町であった都留市の姿を伝える谷村城下絵図には、他の絵図ではみられない「御茶蔵」と

いう文字が記されています。

このことは、茶壷道中によって運ばれた将軍家御用の茶壷が、この地に収納されていたことを示し、剛寺に茶壷

道中がこの地を経由していたという歴史的事実があったことを物語るものとされてきました。

その理由として、谷村（現都留市）の気候条件や、当時谷村を治めていた秋元氏と将軍家の関係などが挙げられて
いますが、当時の茶壷道中や谷村の実態に関してはまだ不明な点が多く、今後の研究成果が待たれます。

当時の谷村は、中世に始まる城下町としての歴史の中で、その繁栄の頂点を迎えており、郡内地方の政治・経

済・文化の中心として栄えていました。茶壷道中の通過という出来事も、谷村の繁栄ぶりをあらわすエピソードの

ひとつであるといえます。

この展覧会を通して、そうした都留市の歴史の一端を感じていただくことができれば幸いです。
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寧箋馨嚢糞婆
「宇治御茶壷之巻」（国立国会図書館蔵）より「宇治御茶蔵」

・一‾　ナナ‾言丁重、‾

漣避轟言

会　期10月27日（日）まで 

開脚寺岡　午前9時～午後4時30分（入館は4時まで） 

休館　日10月7・15・21日 

観覧料金 
一　般　　　　　600円（420円） 

高校・大学生　　400円（280円） 

小・中学生　　　200円（140円） 

※（）内は20名以上の団体料金です。 
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